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道 公 報
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に に に 病 法 法 録 年
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店 に に に 活
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立 る る る 法

号

毎
週
火
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金
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月 発 入 の 会
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九 為 の 施 業
日 に 公 試

関 告 験
す 合
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び 用 道 分 指
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代 始 行 解
理 工 除
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融 の 二
機 完 件
関 了 ）
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安 安 安 国 道 期 訓
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予 科
定 試

験
）

地 施 指 医 人 示 目
法 術 定 療 の
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政 畜
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課 課

一
部
改
正
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（
道
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五 五 四 四 三 ジ 印刷

立 北

〇特の 海

一定認平 道

般非証成 告

競営の 示

争利申年 第

入活請

札動が月

－ －
（内線 ）
－ －

富士プリント

〇
特
定
調
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館

助心能る平函
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名

テ

介となこ成

護尊限と

務載 者 あ

及厳りを年ニ

のれ 法 たの所さ 動 っ活
名在目 月の氏所た 年人

平マ岩函な

日称名地的
のた

貢成イ田館こっ

に

ン市 献

載 者 あ

す年ド利船法高

れ 法 たの所さ 動 っ活務
在目 月の氏所た 年人の

札北提こ

日称名地的

名
リ田幌海こ供と

平オ稲
オ市道のとに

成
年ン雅中ビ法啓よ

の促あ 号

実進っ日

施

の
法た

告

同
成、

平で
７の

第項
律２

法第
年条

号規

育 に 農
庁 係 業
上 る 大
川 落 学
教 札 校
育 者 告
局 等 示
告 の
示 公
示

ス びの自目

楽

機あ立的月倶

能るしと

練活生る

訓生てす日部

うの営

行そを

をと活。

こ者む

九 とがこ

三

き

りるで

よすが

に有と

・夫見人齢
、能

る

、に

こ月ア町は者

ド と

ス１ほ庭

を日レ番痴家

といにな

的さ号う的

目

ての

るいっ境

すわよ環

り

た、
しで
立と

自も

。

サ久央ジ人蒙
、動の

月ー区ネは活薬

ブ北ス
ル般通発

日１ビ一を開

階民、促

西３市じを

条

医

目の薬、

丁へ創し

９
３ボ
験ンの

番治ラ療

に
）定

にィ展

号」テ発

よ
第

第公
条り

示

。道

のる海

項す北

１告

る

、
り堀

よ
に事

定知

規

じ支

に応う

由によ

自力

常
生日

安可す

て、援

し

に

と介
難の

困活
が生

活

援し

て支与

いを寄

つア

達

の
次

報る会

情す社

の お
と

一り也

〇設

八
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〇
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イ 路団

中ひ釧社団ウあ
ひ 十人歳ン が赤法千さ

訪海問 村し歯 グ 字北訪

十看総護科
科 問道看歯

護合スク

北 海

ク

北医科医クむ医ッ医

ニ法 ら療 海療ク療リ療

ニ人ッ人 か法 道法リ法

み 生社ッ社ク社

人 済人
西耕 内康 会団ク団団健

樽っっ会

小にに科仁会

道 公 報

平療会

せ名医科函社

さ

人祉 称呼 機成法福
館 る
関

団人

を年社法 吸
器 次

仁賜 内 の月誠恩 又

と
お日会財 科

第

北

生
道

海

活
告保
示護
第法

昭
号和

号

代主定

平た款

成るに 表
十

事記 四者 年務載
十

宅ーリ 医勝リ ス在テク

シアョ 病ニ ーケシニ

テ
院ン業クク

ョ事ンッッ

静中釧千千帯滝

院

市市市

内川路歳歳広川

幕新北民東朝

郡郡市市

妹 ク

内別栄光病６日

静

牛

院んん曽 リ背 病しし

療 ッ 鼻尿ク診 ニ 耳泌我
紋雨

喉科クニ所

咽器リ

牧市市

竜 小別別

苫同江

は

背 日麻山

妹 市大大

郡

定馬生
リ 指美済

り団 ク
部

た婦支 ッ

し産会 ニ 氏
館樽

所函同小

。名人ク

地木治橋

柏鍛長 在市市

第
律

法
年

材す第

つ目し人与）
号

指指て

導す、育る

域にとの

者ジ地成こ条

所さ
求ニに関を規

をュ

の 一のれ 月

所た 十

在目

氏

九
日

田館こ

舟函
名地的

火

典杉法
市の

曜

町２院条町

町は

夫並人

丁内南西

町町
神字

１ 森千番目
１丁丁 住
号番目目

１番６ 番
３４１ の地号地番 地番

町

同同同同同同

立
市号

２７丁

町 町町４

牛 新新

妹 丁－目

字
背 目５

番１牛 ６－

地

番

町１３

同同同同同

号地

丁丁

又番目目

２

道号

海３１ は 北号－番

成
指平同同

堀
所
事
知住

る的に

めア根す目定

定

り

市まし事とよ

る、ざ
身テをる、

民たた業す

スい療

、体ニ行。医

や

技地助

来障競、扶

将に
普社た

見をの域の

を害
、のの

えつ及会め

据持
競達指活医

た人

日

ニ
番テ

４、
素
の
て
い
つ
に
技
競

号ス
、
地

松井

にッにク医ク黒白

し法ニ内川

っクっ療リ
ク国療

んん人ッ町診

し

耕健

鼻尿団民所

耳泌社

咽器

療院

お名渡医病医医

と

称 届成法法 辺 り平療院
人人 外 出

団団 科 又 が年社社

あ
っ月誠

達年
月 也
日

北

生 海 株みあつ

道活 式

告保 会なけ

示 ば護 社

第法 とぼ

く

化を

技な導性療
す町の

寄当

動に研に担

活ど、
湯レレ若ス株

、

を対究

ミ がの会 イイ ず式
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ボレ や川 通

ンン社 草 ほ
を
養
教

きタす 調 りく ボ

仁康

つ歯
間

さ

久

お佐
持

病

クリ健

科ク会保

喉科

ニッ我院

リニ曽

苫同紋寿

山

黒 市大

郡 牧市

都 小別

仁飯 は呼

内 新町

松 日

た

美児 器小 氏

。日会塚 吸
市

館
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名科馬科

町町 地雲木陰
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昭

町

号

の調調

和 りめ
薬
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町
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店局局局
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）
号

部内河９
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市
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医

歯

平
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科
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４

郡郡
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茅号古
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白 丁目字 ２丁町 町
目

番

地８

番１川

６－井

同同同同

号地

１

２６

又－番番

事
知

道所
海

北住
は号号

堀成
届平同同

町和河２

栄森共浦の

出

港梨東規

４字町町の

町

舞ちに

目町野町定

丁

納のよ
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目定

湯大鍛市大高

機
療

１医

別稜川川治若麻台

幕五

町丁

町郭町町１草新４

丁町 札町１
丁番目５７目 内
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３号６
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尾浜
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九３
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５
番

止

同休

の
達

同同同同関

容止

也廃
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か
等

ら
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規 北

大模な 海

規小お

高田

道

模売、 告 橋中

平 小店同 示

成 売舗法 第 整整十 店の第

四 舗設８

骨骨年 立置条 号

十 地者第

北 海

医 北

生療名高 海

扶平 道

助成称

活
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た年又 第整 法
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社会病医児
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恩道
人海団
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第
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号
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町町２条町町

療
平

千丁目８町町

字２

浦

院所院

医
古雨

河

妹 古浦
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９他にい

時つて

促） かいは

進を 号

午は川法次

らて滝

第

祝 縦北北縦平１縦

のの
３時

日 覧海海覧成月覧

に 場道道期

ま
関 所経空間年日間

す 済知

を
る 部支月で

地庁

号

出成出

届平届

２３

平書 年
成月年等
十の 日

四月縦
年８覧
十日

専
全科

機材工測安学加
攻

法生法

工衛 作定）工 械
学料法
測安
定全

切 機材剤

加 要力工及管

削 械料）

法 法試

工 素学作び理

科礎

職方学基

許導連系

及学

種法
練

試業訓）

科 び職業科

理法

目原係

科練関

験訓

、市の

科ら
教か

、規 試

後
時川問和お

５滝へ昭と
り 市い

ま対わ法施

分に合年実
。

てる第る

でしせ律す

もこ
依第

力。）

協と号

頼

法

産工く
律 域商日除

和 課働））
昭 業労火。

観か
律 成

法 課平
年 光ら

第
年
３
）
月号

一
月
十
九
日

火

曜

研 構属機機生

機金験衛

運料工理削 と材械器管

）非法定工 動作測）加
型 材グ形金 属ジ

金法法
法

潤具定作

工測工

料状

科 験導る
指な

油材

滑）

う

海練い

北訓を
、目

法
下

事心以

知の。 の 道生
）
活。 科
生じ

堀、同
理

の

予項

う１

行第

を条

指

り

のよ

るに

あ定

が規

定

に

場訓

覧業

縦職

、、

で

規
日

日
で休

まる
）す

水定
日に
曜び
日並

、
土月
曜
日日

日

工

切験加

び試密

及料精

也び
及

達導

科
装

塗

削）

導

、指

所練

科
築

建
目職

びら
及か

科
工

木
間員

時

指

科
裁

和

民年
国翌

導 専
築 科

安学建施材法

攻方

生計法料

衛設 ）工 全

築築び築

関安建建及建

指関

法管設施積用

係全

導連系

工塗材法科礎建

方学基

法料学
）工 作装科築 学

法

造 工械装工

構 木機塗木

指関

力 品機用

専 導連系
科礎製木安学

方学基攻

服科加） 全 学材科

被法
学図法生

）工衛
乾管

服図材全

被現木安

指関

史画

専
安学和

方学基攻

導連系

裁 縫全 学科

法科礎裁縫
識法生法

）知衛 科製）
管工

縫製全縫

裁縫安裁

工法

図
製

械
機

算材

製ン

）械ョ

法機シ

設）

）法）料

規理計工

理計工

管設築

生備建

衛

）
画術

計く
築規

建

）事

塗

工様料

学 仕器材

材
木

法着築 法び装接

建 作及

仕

立）造 組算）剤構 積

工

上材施 仕用築 上建 法

被法
法燥理

加測

）

法料

法材管

論図木生

服読衛
機

科用

服工）

被）加理

程
学加

美材

装木

服

械

学

用生服

裁製衛和

縫
程理

類

具料理種

用材管の

縫

）

）法

り縫

積裁

見
））

法
計
設

械
機

法
図）

九テ

六

量

様
仕

法
作

工

ル
カ
ニ

ク

工

用図

工製

木築
建

法
飾

ー
レ
ト

ス
ラ

イ

）
法

）



登北第

録海 番

平 号道号

成
十
四 肥混

年 合十 料

北 海

５
手請

申
験験

受
受

道 公 報

資
験

所
場受

４

第

験 許 記験

上免試試
２３

実 の種施

外の実 職 以の

指び
施及

地

号

有 関

一
月 の機

十 質九

肥 種

日

肥カ号

類料

火

料イ
セ

曜

続類
書

合
混

い成禁職２

がなら

部し
除者年錮業年

免

こ

れ後上練経

さ被以訓を

者人刑導し

る見の指過

規受免規

格

に又に員な

職下定験除定

後職は以

受能業す者さに

日業

るり

験力能省るにれよ

」っ者実

票開力令者あ

で発開

そ試

通促発と機て、技

科省の験

知進促い械は

期

す法進う

専導実

全科
安学塗法

攻方日施
の

成験 衛）装平試

生法

年実

属験 全月地

金試 安２施
各

品 理日、

製法 管７は

塗材

装 学
科礎デ塗

学基
連系

ン般

）イ一 科ザ
成色

構調
字料

文塗

日

加

称２
料

肥 名質
機

の有

全 成酸 素里 証ん

保窒り

量量量量

分全 全

る被せ許者

限は処免い

た消

）佐れ取

。保らの
け

て受

っを

あ者し

で人

消

ず取

い該

の当

次、

、
全

る第法。、令他の
れ

施）和第の 。

免部 条行第裁
科条許及 第規

規種学

１則条、の職び

項の木
に受試

の昭２工定の科

２、よ験験

技和第科

能

実にう

検年項建り者の

働し科技あち

定労若築

て連

合省く及試っ関

に

装料 衛金支

格令はび験

様 理在

仕 管所 法 生）庁

積び 製び及 工及 ）地 木

と 法

市 装）樽 塗算小 品

用
彩装

色塗

実 築

、 建

し 関
器
機
び
）及
様備
模設

法
係

％

の の有分格

そ含成規

）
の

さ大お

他許最と

をの
害定
有公 規るは

れ量り

期

当か

該日

もの

にし

格

北

肥間 海

を平 道

更成

料 働

告取 な試課

新 示締 お験）

し年 第法 、に又

た 郵関は

。月

し第第塗のは学
便し後

３装全同科 た

がの全

者号項科部条の

６７

又。にの

申働
験労

受受工

合そ商

塗

施 物

験書） の請課

格

、

法は
所 装

場
験

請 学さ請

除申申試

オ

の手 類 試る類

書 科れ書

受実

アイウエ
）
規

験こ

申資試

験真験技

受写
請申格験

式
株

業
工

生成
化
路
名釧

称
産社
会

昭
号和 で不志

請明支日

は樽

法 す点小

年 求な庁

合各工

第 場、商

律 る
は支労

務第

必経事）

、庁働号

ず済
返部所

後
びび

発及及
信商に条

内庁
案支

票表他験志
受

所は樽

申受平支務書小

にか、商

請験成庁

者申

合支労

の請年あら各工

を月て格庁働

印書３っ

提 の

又受下は者経事

章

証期 出

全を出数 提

のと
一書
はる
又す先限料

部

場験

部面各働平の試受

合申
験 が支課成

手 免庁）

、書
数 除経又年は請
料 さ済は

の は れ部後月

請をの

、 る商志２日所

が

び６す部

及前有全

書
以と除

歴月こ免

履かる
撮する

に証れ

内をさ

書

証

た面を

し書と

影るこ

毛
楽

大

業市
路
住釧

上

北

地 道者番 海

九 １ 知

七

所

事

項

切労い２

用工問第

堀

観わの

手働合
光せ規

こに 分課る定 円

、 封志。り 同後とよ を
あ肥 こにの る庁次 す支

は理旬、あ済務

っ料 と

に商に

署しま商て部所

後に労通工お

名たで工

働て

よ、各働知労い

に

庁）て観配

り本支課し

す

印あ経又行光布

消人
部後。る

すて済はう課

る送
す工支志

こ付商志後。

。働小庁

。る労庁支

と

者工支日ま定
）

に労庁での

あ働小月の箇

印に に

っ観樽）消所 円

課工らのは 相

て光商か
あり 当

は
、労

もけ る

学後働日る付 す

科志事

に納 面

試支務月のて 額

のにま限付 の

験庁所）
。受る 海

全あでりす 北

正面

、書

身る

半す
部っ

、
で

帽
脱
面

×

録成

登平

達有
効
也期
限

有

商の

、録

は登

ての 。

光商あ

。観樽に

労効

工

労て

課工っ

たけこ 道

志事、

後働は

け入

ははだ付と 収

又て

一、し
郵。紙 紙

部商、る証 証

も
の

、

免労送をは

が工

）
の



同同

病
ネ

ー
ヨ同同同同

牛同同

北 海

北

家家病 海

畜平畜の 道

伝成伝種 告

染類 染 示

病年 第

が
次月家の類

畜種 の 号

と日

道 公 報

の覧 北

土換そに 海

地の供平 道

計関す成

地
告改
画係る 示良
を書。年 第法
定類
めは月 昭
た、 号和
。北日

第

の覧 北

土換そに 海

地の供平

第

道地
計関す成 告改
画係る 示良 号

を書。年 第法
定類
めは月 昭
た、 号和
。北日

号

北第北
海 海

平道号道

成
十
四炭同
年酸

十

１１２

畜
患同同同同

カ

足登中の厚別野の

２１

岸原 川付 寄別

患疑畜

お

郡郡 郡市郡野

し
生・患別

発畜似の

り

発
生数

。発頭

た

支

第走

律網

法道

年海
庁

え 第

備 ）

に 号

置
、 ２

て の

い 条

支

第島

律渡

法道

年海
庁

りえ 第

備 ）

に 号

炭置

ル、 ２

カて の

酸い 条

一ル

月シ

十ウ

九ム

日

料
肥

り

火炭
カ酸カ

曜

ボルボ

ーカー

幕別 足青浜

町 町町町番

別海 寄葉中
大地

町
字中 喜

勢別 牛地後

南西 登番字

２静
村

同同

地姉地 地字 番番 番

海海

北北
の

生

成
平同同

堀堀
所

事事

知知

道道場

項

成 １

平 第

生
発

規

年 の

北

に

海月 定

道

斜

ら 、

事か り

知日 よ

堀

１

シ平 第

、 以

間 町

日 里

項

ウ成

ム

規

肥年 の

料

に

月 定
七

ら 、

か り

日 よ

、 湯

間 町

日 飯

日

ッ

ラムラ

ブウブ

ンシン

ル
ア同

入入

ク料ク

ッ肥
分
リ
カ

３

の 定
立村立次

指アイウ

伐林伐と

木木 主主森間
伐 はと整にお 施のの 伐

月
年 達達

、し備係り 伐

定１２
日

也也

北

森す 海

る平保場指 道

予成安所

林
告

林

法
定 示定

で年予 第

定

昭
あの 和
る月森

区縦

也の 地

般 科

達一 久 一 出

同同同同

同同同同

格
規
定
公区縦
の 地

般 川
同同同

り
お
と
の同同同

の

他規他

の定の

そ公そ
お事

限と限

制の制

の格

と 採採 業

はは

項り項

事

伐画森す のの

択て計る

。

に採で林る 方限 要伐
すめ、

件法よを定は度

準と

こ標の

。るる次

る
き齢と

で期り

が伐お

と
立上る

る以す

林 。 号年
第在的

律所

法日の目
の 第

内て砂 ）静い土 号

郡次
静の流

防 ２

町にの の

内図出 条

１２６４

同同同同

字示

同同
南野の河地根広地

訓

河番河９紋

１１２

同

工

工灰

灰石

石府

見子

北

社

社会

会式

式株

株業

業

す
当と

、の
はも
木の。

る
す

在
所

の
木。

立る
該

項

歌部 １

真す備 第

町
市

分

に

・る 定

１限 規

のに の

。 北

、

道８、 り

海の） よ

知・
の 次事

東３室

う

堀５ よ

の２ の

付尾 ３

鹿歯

郡郡 線郡市

別大

町町 地町２

海樹 番追舞

西下 追目

中字 鹿丁

別大 北

樹 ３番 線地 ７ 番

地郡

東地東番別

地番番

町町

追幌上

鹿士滝

郡郡

追音ク

鹿上サ

北字字

町

西ー

北更ル
原 線

訓

市郡

見呂

北常

４線野

町

町府

内子

相

大

地町 番

九
八

町
市
る

係
に

村

地
番

を

筆 林

達３ 安

上 保

以 に 同同同同

指つ
也に

同同同

成
平同



ア

指指

平 立町

成 定木主主村 定

十

施の伐伐森

四 の伐はと林

年

採 業、し整

十 択て備

北 海

定１ 北

森す 海

る平 道

。成保

林 備

告法 え

示安 置

年 第林 昭 い

和 て

月の 縦

号所 年 覧
に日

道 公 報

２

解解場保た解

除所安目

図

定との

除除 予林的次

林指は

安て」 のの 保し

第

定１

成解場保た

林解平

森を

除所安目

法除
す

定と

昭る年予林的

和予
定月保し

安て 年で
あ日林指

号

道
海

北

庁

告 経

示 済

第 次部
の林
図務

号

目の

及及
」課

一 要伐伐計

月 に採画 方

十 的件法よをで

九 るす定

日

衆と標

の公こる

。るめ

保で伐

、のが準

４

火 健き期

２る齢 の

曜

木上 、立以

る所

第 す場 律 供在 法

。

第

瀬 ） ）号

郡
字 ２

町 第

山 ２

檜 の

北 条

由略

所さ省

の定、 理理

虻次土道そ
、

し

由在れ
の用図

路田の砂路の

道

を

地虻に流地面

用郡図
町すのび北

と田示出及

備川道

る字部防河海

す

所さ

律るの定

法

た三分

在れ

第。

越害 第

山風 ）
号

郡の

入 第

町 ２

雲備 の

八防 条

静
びび

沢 ２

りに
お場

と役
の町

次内
略て

省い
、置

はえ
」備

し縦

日 はの
す

、該と

１当の

の、も
立
木る

徳す 字在 、所 ２の。 の

の

北 項

村 か町 ５市 島る

定

山 規

檜

に

知 、、 道 り２ 海 よの 北

次事

に

、 う

堀４ よ

の の
保

限理振

め豊に管胆

る施支
済 ・）用経 ３。設庁 の
、地
と部
す林
た課 １ １る務 の の

項

筆田

２虻

上び

以め及

の

海 よら 北 にか

定１

規の

り道
で よ

ま の

事３ 次

知の 、

の供
そに

、覧

保
に

う

堀

係
関
び）
及。

面る
図す

ま係 ７に ら 海
北
を
類
書

市 でる
北

森

３

海 え

道林 た解置

告法 目い

示 除 的次て

第昭 の縦

和 図覧 の

也 を、 林３ 達 安の

」に

指
定１２ 北

森を 海

解平解在保 道

除成除場安

林
告

に所林

法
す 示

る年係と 第

るし

昭
。 和

月保て

支

イ
てに

い場

つ役

に町

町立次庁

木 主村間の経

おの部

の 伐森伐と次済

２

指

也 の
林

達 安

と林に

ア

町主 定 安 山立

檜保指指

場は の施の 役伐 林定木

イ
支
高
日
道

立次
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２
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商代
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北 海
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建建 海

設 道

業
設 備
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３
除場安

在保た解解在保
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場安目
て保て の しるし

と係と
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第
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場安目除

解在保た解解

係と係

除 に所林的に

除
安指安

保て保 の るしる

号

除成
解平

を
定
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成る年
十。

四月

年
十

条幌１

主の札２札－

日

手－南 る所
市３市 た幌

星沿 業区川 在 営稲７区

所地置
－第－第

建許般石特石
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の
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律

、）

用図第
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道そ号
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項

る海１

す北第

とを条

れ
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定林定 理
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図つ

霧道目の魚

れ由所
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の用郡にき

害路梨
分

す町部

備と臼す

防地

の

林定林 理

た浜に

る峯

の霧道釧

所れ由所

のさ

釧
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の用市 か
で 鶴防地鶴 らま 市

備と丘 の 丘

す
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また８

一
月
十
九
日
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曜

業号 番
申許全一土浚 北
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堀び種、
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７
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２
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日
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事
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道
海
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子

藤式真
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社

た
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次
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テ
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東４西
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式内
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保工畑会名工田

道

平 業社業
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北 海

式
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喜丸道
林株業

信小弘ム広

道 公 報

創
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号

会本建

限業昭
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社
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火
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３
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縦
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に 効切る

相 とり課に

すて事当

す捨税相 条当

。
各る



っ

７８

務 交札入約

落財て契要

平 規 者札書

成 則 付の作

十 第 決有成

四 方定効の

年 方な要 条十 法法入否

北 海

６

保第う入

以証入。札交

金札）説

を保第明付 条 下

書 の 消納証

の場 ７
か 税すの交 及条 費付金

等る納付所 び

道 公 報

５

札札に
札 札

入開開入
入

よ
し
証 日場日加

参 保 札
時所時金

第

３４

海話札入

る契郵北電入

と条番道番執

当こ約便

の

調を項号網号行札

該
達証を走

場場 支 物明示

所 庁

た場総及所 －－ 品しす

に

号

い成有が

に平を道

次格
す行 ず

と名

に北こ指

れ年るう

第 該道。競

も海

一

１札

月

項に

十 限 の 電

九

規 話のる

日

でし に

号所） 定 番場。

交た よ

付者 り
定 －火 すを

る落 め
た －曜 。札
者 予

の関 海第 」こ付に 北ら

とと

す郵北 道 い。免

番道 務 う除条る便海 財
納で項号網 規 。、ま事

相付の走 則 ）

支 当方定

総 和 額法め－庁 昭

を等る

務 含はと

地ろ北会 北 む、こ部 年

す
と

う
。

平９ 総

成日ににる 合

ま同同者 庁

。。、

舎北年でじじは
の

階道月必そ

３海１に
着 ２網

午見

会支の

号走日）者

室総前積 議庁

び 務－ 関者所

部日 しで

時郵 、あ会

便 北
道内 速こ課番 海 迅る計

ア。網線 なと号

走 フ

－ 市 タ北 ー７ サ
入

当告争

３ ビ北 西 ー条

に

る第札

す示
こ

平指

はる

。又す

と号関
を

成名

定

海さ

北止

年停

日 と
制
。 の 線る 格 内す 価
限

計 海

の
低

最
で

内
囲

範
の

の自よ道課 道 ）方に海

治る網 規
法。走 則

の

施市 第 分

行北
条 。 に

令７ 号 ５

丁 す

和３ 下 当

昭西 以 相

令規 以

政務 額

年目 財 る
も 務

送会た 郵部時っ

に金 よ課送約 に計郵契

る 場よ額 る）
郵

は税 、

合費 は

場消 合

ス海

成地 番

平び 便

、及

テ市

ン走

メ網 目 ・道 丁

体３

の西

ス条

ン７

ナ北

て

道れ
備北

整
が目

制丁

と

号こ

９い

第な

示い

告

価

の
品
物
る
す
定
規。

に

も
を

格

海
北
道 ．

日
高
支
庁
告

」 の

第則 上
札）い
号と 入

．．

こ
の
入
札

方 号

は

年消

１費

－月税

本の細

契契日こ詳

アイ

、

にの語入は

約名所約

す続び及入 在 関手及札

い走

て網

れ道

さ海
落で

入る捨税相者

アイ

業す札あ

札落額て事当

加金者る者る

札 金をた

購

等算額で金とか

決 額

９
資
の
入

げに

札掲送

開に郵

そ号
入り

時るよ のの

示
第
号

、
公
開
と
す
る
。

地お本契説

るに日び札

通は書

務い国約明

事称
担北郵電使貨、に

をて
す達る

当海便話用調よ

網号号る手。

す道番番

組走言続

る

語の 織支

及停

び止 － の庁－

名総

通等 － 称務

申

に にし）あ額なを

定

入たし

当 係たをるをっ

っ免札者出

た る金もか

て 費て税書はる

っ 消額

落と

は 税当落事に、こ

者載札。

、 等該札業記

取額格です決

入 の金価

こ後

書 扱にとある定

札
円るかと速

に い１する

札入

に

載未のを。や

記

こた

てびし

い 他及札

お
規告、

に公は

２の者

、

札

るめ入

す定度

定に再

を札は

格入に

資る

一
〇
七

及部貨が
あ び会北

り

網る 内 在課道得

所計海
走。 線 地

市
北

満で問か

目
丁

３
西

条
７

端入ず消

れの、わに

さ
がに見税

金数札、費

た
る加もの

にあ参積等

額
きるた税 該とすっ課

当
、は約業 額は者契事 金
そ、金者 の
の消額で

関加

有に参

端費のあ 分

者条な

いるき

なすで

し
入反 た違 しに。

の件い

の

は 務札 財入 、た 札し

る 数税

か ５

税 相の 額に免 に分 金等
を係

事 当切る

第無 則、 規

すり課に業

効
と

。
各る

す 条



６７

般般成約名所

一一平契
に在 競競
入入北す

争争年関称地
海

の道事北北

札札海る

公立務海

北 海

２３４５

住札額約

落平落落月契

者金の

札成札氏

を

相 決年の名所額

手 氏 定

方 し月名１

を

京当決 円 た７及エ東月

日日びヌ

道 公 報

１ 北

次 海

の平落校 道

と成札内 立

に お 農

り年係 業

る 一 大

般月物シ 学

品ス 競 校

争日等テ 告

第

及発

開れ開所開

１２３
氏可

区地許び許

発る発
受月

又のを名年

域域可

区た及

工称け日

は名

号

計た成

市し平

都了
完

平画。
成法年
十
四昭月
年和

十

業担立中

告農を道道

日

大本

学す業郡

大当農川

示織校町

告組学別

校る
部美

５名務仙

第の総西

及総里

号称
び務

住イ都た定

所課番

シ区のた

木所ー港りし

）

リ五価続

ー芝単手

）

ス目
ー丁

株
式番
会

入のム

社号

示

札名 第 道

に称サ ６

立よ及ー 号

りびバ

農

札量関

落数ー

業

を機

者連

大

定
決器

学

た北式

し一

校

平

ま住号

含の番

に者び

河河河成成

浦浦浦平

郡郡町

月

河河６７

浦浦長年年

町町谷月

堺築川２

町地弘日日

一年

月法

十律

九第

日

第
）

号

火

の
条

曜

。海

地１

在地

規

告

立
道

示

１一

東
安

長
校
学
大

業
農

目建更

北２丁郎日変

西

番第建

道目３指日

海丁
日

指 高－１
号－第 支
庁の１
指１

長内号－

第令号

定

区
田工令

２指

日

に
為

行
発

開
の

次
る

よ
に

３

る
す

関

者の あ条

は審

該こ付ア査 条 当る件こ

申 ５ 入 調と一かを の の

物競ウ請 の 札 達。般ら

２
の平格道当こ

入次資る
調を

にい成をが該と

札

有行 参ず

指物明

加れ年すう達証

史
正

すに北る

上

調納納

ウエオカアイ

ーッのをオ

フルラそ達

以 イタク他す入入 記 ァ

１

弘
篤）

ア類る

北

次 海

の平入アイ 道

と成調 教

達校キ

札

お 育

り年を内ャ に 庁

すサッ 付 一 上

般月るーシ 川

品争まし ２ は

、
は

事
工

にけ 規 地 に入でな の 、
に 自 し参定れ 定 方 関札

要資るな よ 治 、加めば
こな 条 施 求格とら る 法
付 令 様審ろい 件 行 仕の

一

書査に。

載、 競 和 記り 般 昭 によ

競にた

るも海こ名品し

当告。争関者

者該道と
札、あ

必す示入しで

に

に迅る

要る第

なこ

すなと

富資と号関速こ
フ

野はるア。

良格。又

をー

等成名タ

高平指

学

外

校年停サ

期場 ウ無物

ーー電等物

ォル停品の

・置仕

ルタ装の限品所

、様
各等平平北

本

種成成海

体

道

）
）ケ

１川

ー入年年旭

ブ札

栄

ル説月月東

、明

物バュ

す

競 教る 争日品サ 育

入等本ー 事 局

札項の体バ 告

名・ 示

以称ソ本 第

下及フ体 ７

びト・ 号

アト

札量ェフ

入数ウソ

い北ェ

と）ウ

」

道
教
育
庁
上
川
教

の２ 争
札 政 要の 入 年

をび あ 第 等及 で 令 件

る 満

、 以

し掲 で 。

たに の 号

る資 札

いる 入 下

てげ
加 」

とを 参 令

こ格 に 政

び海さビ

及北止ー

を有

いメ

海告て・

北道れス

深９いテ

美第なン

道示

。ス

等にとン

高号こナ

る制

学す体

護定の

養規

及等

現書日日高

物が

校

地
定仕））校

設び水金学
旭

よ道

に海

書北

）様、

う海ア

等
高
業

農

。川

る

上

実庁

を育

）教

。道）

河
長

局

。育

る教

す川

施

育
局
告
示

一
〇
八

うう

明る よ い

証す し と

者う す ）

たど と 。

しか 購さ

の備

品整

で第るか

一１一学

のい

等て

入れ

×××、

台式台式校

１
校校校海

４４４４北

× 猛××
台台

村１１

道

校 将校校
４４



っ

８９

札約 務 交入

落財て契要

平

者書 規札

成 則 付十 第有 の作

四 効 決成

年 な 条 定の 方十 入

北 海

７
と入 保

ろ説

入以証入年こ札交

にを海に明

下札 札金北
保

るの

証 消 参納道よ書付

しす則。交

金 費 加付規

等 よる第付場 の 税

道 公 報

６
日

保

札札札
札

入開開
入

証 日場

第

４５

便海話札入

契郵北電入
号行

条 査番道番執

約 審
行育の札 項 を号教

場 を庁 っ

所 示

川及 す－場 た－上

と

号

書 請請

請

申申申

アイウ

方要 第 提
の のの類

一

１札

月

項 法法に否

十

の限

九

規る

日 。
よ

道場し に

海の） 定 北

定

育で者 り

教所た

火

た

上付落 め

庁交を

曜

に

納

教る者 予

川す札

付 」 うこ
。。す

の と とと号関所
事北

除 う る以る

免 い す

納 ） は項海

、 。 者下
方 当 そ務旭

付 相 、財道

等 を 者則市

法 額 の規川

政 む 見と山

は 含 の」永

時所時金

令 。 積い６

３北平こ
。同同

階海成郵とにに

送 道
教年に）じじ

よ。。 育

場 議庁月る 会
上
教は

川日合 室
郵

び 場教－ き
は所育日所
時 、北局

総内 北査道画北

審海企

道 道果川務線海 海結旭

旭 教を市課

川 育申永学

永 上者６管

市 庁請山校
係

山 川に条理

６ 教通

平申け郵

期法先
出

時方
書ば番

成請れ便

のら

年類な号

月提な
出い－

日先。

かの

定日

の

企る 格

局す 価

育。と

学範

課の

務限

総制

画。
の

低

係最

理で

管内

校囲

第 ） もう条

の っ。

た）丁

契第目 条
の 分 約

７ の

び にか地 額及 ５条番 金

ら

費海 当第 消北 相

道 す 税

規 以
びま 務 額

及条 財 る

に
局）平 送育木、

地で

よ
企午成

画前
年 る総
場務時

は
課月 合
学
管 郵
校日 、

で

）ま 号
係） 番
理水 便

局す目

条 育知丁

丁 企る
総番目 画。

地 務

道

理海

管北

校
学地

課番

示北

ら指

川
上

係
川

でり旭

まよ道

日に海
条

申６

た山

し永

成市

作
請
書

則 上

も
を

格
価

を目

類丁

消定 の
方の

税札和る

費め 昭 入
の入
札、
入は
の細
こ詳

に
着
必 －

の

約本の

る契契日こ

アイ

札

とにの語入

こ約名所

同
合

す続び及

。関手及

る捨税相者員

アイ

舎
庁

あ一

落額て事当落での

る者る部

札をた業す札

額で金とかに

決加金者

算

提
な地 し番 出

げ金

札掲札

開に入

そ号

説
執札

入に の時る額

の

る
開よ
公に
、書
は明
行 契

るに日び 在

。
る。

す

て通は

務い国約

事お本

当使調

担、貨、

を称地
便話す手

す北郵電用達

言の

組道番番る続

る海
の育語停

織教号号
及止 名庁

び等

あ額なを免

定

－ 称上－

たをるをっ申税

にし）

業

た金もか入たし事

当

はる者

っ額っ免札者出

てて税書

とい

は当落事に、こが

載札。る

、該札業記落

格です決たと

入金価者

書にとある定だき

札額

、、

に１するこ後しは

。や落共

記円るかと速

及る

お札係

に

載未のを

の税

、 他こ費

てび消

い
定に取

規告の

に公等

２
格入

資る
るめい

す定扱

を札

一
〇
九

通が 及川

貨有 － び教
所育り
得 在局北

る

線 総旭内 画道。

地企海
務川
課市
学永

理条
管６
校山

者企

さ満で問か札同

係

入ず消が業

れの、わに

消

金数札、費共体

た端

積等企費

額がに見税同

当る加もの業税

にあ参

税の免 該とすっ課体等

は者契事場税 金きるた

で業 の、は約業合事 額
そ、金者

の消額であ者

関
有に

端費のあっ申 分

に
の件

者条
いる

なす
し

入 、た 札し 入反 た違 し
は 務札 財

目
丁 るて出 の

地
番

数税

か、書 ５

の 額に免そを に分 金等
を係税の提 相

事構出 当切る

則、 規

すり課に業成す

効 第無
と

。
各る

す 条
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